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「願い」を形にする中で，「問い」を主体的に追求する子ども

一中学2年「自分の願いが込められたウオールポケットの製作」の実践から一

1 題材のねらい

ウオーノレポケット作りの計画，製作，評価といった一連の学習過程を進める中で，生活を豊かに

しようという願いをもって取り組み，願いを形にするには製作の各段階でどのような製作方法がよ

いか多面的に考えながら計画的に製作することができる。

2 授業の構想

( 1）子どものとらえについて

生徒は小学校の家庭科の授業において「生活に役立つ物の製作」を通して，布を用いた作品を

作っている。その際，「製作する物を考え，形などを工夫し，製作計画を立てる」ことや「手縫い

や， ミシン縫いを用いた直線縫いにより目的に応じた縫い方を考えて製作し，活用できる」という

技能を習得している。

中学2年生における家庭科の学習が始まる際，本学級の生徒にアンケート調査を行った。アン

ケート調査では，次のような結果が得られた。まず，裁縫が好きかどうかの質問に対し30人中4

人が好き， 18人がどちらかというと好きという肯定的な回答であった。 7人がどちらかというと苦

手，l人が苦手という回答であった。 中学校になってから布製品を家庭で製作した経験がある生徒

は3人だった。型紙について質問したところ， 26人が使ったことがなかったり，そもそも型紙が

何か分からなかったりする状態であることがわかった。裁縫をすることに対する興味・関心は高い

が，生活経験の違いにより製作するための技能に差が見られる。このような実態から，基礎的な裁

縫に関する技能を付けたうえで本題材に入る必要があると感じ，基礎縫い練習 （3時間）と小物製

作（4時間）を共通の課題として行い，本題材へ入ることにした。

自分の生活に必要なウオールポケットを考えることで，家庭での住生活について考えを深める

きっかけになる。そして，ウオールポケットが自分の課題を解決できる作品として，一人一人に

とって必要感のあるデザインを考えつくことが期待できる。このようにそれぞれの生徒が，自分の

願いを形にするためには，どのようなデザインでどのような布の扱いや縫い方が適切かといったこ

とを多面的に考える中で， 「問い」を主体的に追及するようになる と期待する。この学習を通し，

生活を見つめ工夫し創造することを経験し，さらにものづくりの楽しさと完成したウオールポケッ

トを使用する喜びを経験することで，さらなる「問い」をもち続けるようになると考える。

(2）本題材において求めたい姿とそのための手立て

本学校園の技術 ・家庭科では，「生活の中の課題を多面的にとらえ，習得した知識や技能を活用

し，自ら活用しようとする姿」を大切にしている。実生活の中から「課題Jを見いだしたときに，

生活をよりよくしたいという「願い」が生まれ，その願いを実現するためにどうすればよいか考え

る中で「問い」が生まれると考えている。この，「課題」「願い」 「問いJが子どもたちの中で太く

つながったときに，王体的に追求する姿が表出してくるであろう。

本題材は，生徒が自分の生活をより豊かにするという願いをもち，自らが計画を立ててウオーノレ

ポケッ トを製作することができる。生活の中の課題をとらえ解決に至ると考え設定した。生活を見

つめることで「願いをもっ」こと，その 「願い」を形にするにはどのような方法を用い製作すれば

よいのか考えることにより「問い」との出会いが生まれる。 「問い」を解決するために計画を立て
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て製作を行う中で，作り方や製作手順を試行錯誤しながら進めることができる。このことにより，

「問い」を主体的に追及する姿が育まれると考える。さらに，この「問い」を追求していくという

ことは，製作の各工程においてただ作り方に沿って製作するのではなく，既習の技能をいかに利用

すべきかというように多面的に考え実行することにより深まっていくと考える。

まず，デザインについては自分の住まいにこのウオールポケットがいかに役立つ物になるのかと

いう必要感を感じられるものを考えさせたい。そして，イメージを形にするために，各自がオリジ

ナルのデザインを追求し課題解決を図っていく。その中で，個人の考えを他者に伝えたり，他者の

意見を聞いたりしながら試行錯誤する活動を取り入れ，主体的な追求を深めていきたい。完成した

作品は家庭で使用し，使い心地を評価する。

さらに，ウオールポケットにどのような工夫を施すかを考える中で，普段何気なく過ごしている

住空間について見つめ直すことができる。学習指導要領内容Cの（ 2 ）イ「快適な住まい方を工夫

できる」との関連を図り，布製品の便利さや装飾性についても感じさせ，布製品が快適な住空間を

創りだす役割も担っていることに気付かせたい。製作の材料は同ーのものを準備するが， リメイク

した布製品を部分的な材料として用いてもよいことにし，各家庭での布製品の処分についても関心

をもたせたい。

この一連の製作を通し，ものづくりにおいてよりよい方法を常に模索し最適解を導き出す意識を

育てていきたい。

3 展開計画（全10時間）

次 時 主な学習と具体的な学習・内容

0ウオールポケットの計画

1 －デザインを考える。

※他者の意見を通し自分の考えを深める。

2・3 －作り方の手順を考える。

－「型紙」を製作する。

※「型紙」の製作を通し，製作の手順を考える。

1 0ウオールポケットの製作

4 . r型紙」を置き，裁断をする。

5 －チャコペーパーを用い，しるし付けを行う。

6～9 －ミシンあるいは手縫いにより縫製を行う。

0ふりかえり

10 －家庭で実際に使用し，自己評価を行う。各自が

自己評価したものを学級で共有する。

4 授業の実際

( 1) 1～ 3時 ウオールポケットの計画

① 1時デザインを考える。

。追求する子どもの姿

く〉 「願い」 をもち自分の生活に役立つウオール

ポケットをデザインしている。

く〉 「型紙」 をつくることで手順を具体的に考え，

製作の計画を立てることができる。

く〉既習の技能の中から最適な方法を用いて製作

している。

く〉自分の「願い」が満たされる作品になったか

どうか評価している。

生活の中からウオーノレポケットによって解決可能な 「課題j を発見する。「課題」を解決するた

め，工夫を凝らしたウオールポケットのデザインを考える。そのためには，家庭で実際に大きさを

計測したり，改めて家の中を見渡したりすることが大切になる。自分の生活に必要感のあるデザイ

ンを考えることで，完成後の達成感や実際に使う意味が増すであろう。このデザインを考える段階

でじっくりと取り組ませることにより「願いJが深まる。さらに，その「願い」をかなえるための
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デザインをどのようにすれば形として布製品にすることができるのか，「問い」が生まれてくる。

生徒のデザインへの思いは次のようなものがあった。

・玄関にそのまま鍵が置きっぱなしになっていたりして，ものがなくなりやすかったので小物入れを作ろうと

思いました。四角く中くらいの袋を家族1人ず、つ合計5つ作り，家族共有のスペースを1つ作りたいです。

丈夫に縫って長持ちさせるようにしたいです。 （図 1：生徒A)

・いつもコードが絡まってしまいごちゃごちゃしているので，コードや充電器をきれいに片づけられるような

ウオールポケットが作りたいです。写真も飾れるようにして，布は自分の好きな色も加えたいです。

（図2：生徒B)

・出来るだけエコにするために弟のGパンをリメイクしてティシュカバーやポケット，自転車の鍵かけを作り

ます。また，ティッシュ自体も箱ではなくビニーノレの詰め替え式のものが入る大きさで作ります。

（図3：生徒C)

（図1：生徒A) （図2：生徒8)

一人一人のデザインの工夫点や思いを班内で

共有し，アドバイスし合った。アドバイスし合

うことにより，現実的に作れるかや，実際の使

いやすさはどうかなど検討し，さらに友だちの

意見を取り入れたデザインに変更する様子が見

られた（図 4）。図4の仁コの部分が友達の意

見によりデザインの変更を行った箇所である。

また，班内で友だちの作るものが分かり合って

いることで製作段階においても助言しやすく，

学び合いに繋がっていった。デザインを変更す

ることでより生活を豊かにする作品に仕上がっ

ている（図 5）。

デザインは自分の生活を豊かにすることを第

一の目的としていることを忘れず，目的意識を

明確にもち考えるようにした。また， リメイク

を用いたり，家の布を利用したりする工夫もあ

ると伝え，エコ感覚を取り入れたデザイ ンのよ

さについて教師から助言し， 多面的にデザイ ン

を考えることができるようにした。

（図3：生徒C)
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図4：製作計画



図5：図4の作品 図6：型紙作りの様子

② 2・3時作り方の手順を考える→「型紙」を製作する

今年度の授業が始まるまではほとんどの生徒が「型紙」のことを知らなかった。しかし，前題材

の小物製作を通して，「型紙」を利用する方法と意義や役割を学んでいる。さらに今回のオリジナ

ルのデザインのウオールポケットにおいては，「型紙」を作ることで大きさのイメージや縫製の順

番がイメージできるよさも体験した（図 6）。このような学習を通し，生徒は自分の作品に合わせ

て「型紙」を製作する中で，「型紙j のよさを実感できた。

始めはウオールポケットを作るのは難しそうだとJ思っていました。でも，「型紙」さえとれれば，あとは丁

寧にやれば出来ました。 （生徒D)

(2) 4～ 9時 ウオールポケットの製作

① 4・5時 「型紙」を置き，裁断をする→チャコペーパーを用い， しるし付けを行う

裁断，しるし付けは前題材の小物製作の経験をいかし，自分たちで学び合いながら作業を進める

ことができた。今回のように，各自オリジナルのデザインであると一見学び合うことが難しいよう

に感じる。しかし，一度小物製作で段階を踏んで作業したことにより，基礎力が定着しており，さ

らに友だちの「課題」「問い」を一緒に考え解決することでその基礎力をもとに課題解決に向けて

追求し合う楽しさを感じている様子が見受けられた。

② 6～ 9時 ミシンあるいは手縫いにより縫製を行う

縫製の順番は各自が計画しその計画に沿って作業を行った。毎時間生徒が書く「ふりかえりシー

ト」と提出した作品のチェックを次時までに行い，気付いた

ことはアドバイスをして返却した（図 7)。教員からのアド

バイスに対し自分だけで理解できないときには友だちと学び

合い，主体的に解決していく姿が見られた。

ミシンの使い方に関しても同様で，使用方法がわからない

ときは友だちと相談して考え，良い方法を見つける様子が見

られた。

縫い方に関しては，縫う場所により丈夫さや縫い目の見え

具合いなど考えて行うようにした。例えばポケット口では，

( i ）三角に縫う（ ii ）縫い返す（iii）四角に縫うなどの方

法を提示し，作品に合わせて生徒が選び，より用途に合うものを選択した。また，布端の始末は三

つ折りか二つ折りで選択させた。これに関しでも用途により，よりよい方法を見つけることができ

た。
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図7：ふりかえりシートの記入



作品を作っている途中にデザインの変更がおこることもたびたびあった。随時，縫い方やポケッ

トの大きさなど試行錯誤することを大切にした。自分でデザインし，形にした作品が出来上がるこ

とで達成感も大きくなる。このように試行錯誤しながら作業を進めていくことで，目的である自分

の生活に役立つものづくりを意識し製作することができた。

さらに，環境問題にも関心をもちリメイク（図 7，図 8）や廃材利用（図 9）を行う様子もみら

れた。例えば，弟の小さくなったGパンを用いリメイクを行っていたり，自分のはけなくなったス

カートを用いリメイクを行っていたりした。中には環境のことを考えて，外箱のないエコタイプの

ティッシュボックスを用いる生徒もいた。環境に関することが意識されている作品を随時紹介して

いく中で，生徒の中で自分も何か工夫したいという思いが高まっていった。

図7：リメイクの様子

Iゴ
図8：リメイク作品 図9：廃材利用作品

以上のようにウオールポケットを縫製するさまざまな場面で，どの方法を用い製作すればよいの

かなど多面的に考え，「聞い」に対して最適解を導き出しながら作業を進めていった。

(3) 10時ふりかえり

① 10時 家庭で実際に使用し，自己評価を行い，学級で共有する

まず班内で発表会（図10）をし，班の代表 （9人）が学級で、発表をする方法で、行った。友達の発

表を聞いて次のような感想を生徒は持った。

－ウオールポケットを自分とは違う目的で製作している人や，目的は同じでもデザインが違う人の作品を見て，

同じ布からいろいろなアイデアが生まれていることがわかり面白かった。 （生徒E)

・発表を聞いていると，実用性とデザイン性の両方を兼ね備えたウオーノレポケッ トが多かった。用途に合わせ

てポケットの形や大きさに工夫が見られた。 （生徒F)

また，自分自身の作品について家で使ってみた後の感想は次のようなものがあった。

－わりと家族のみんなが使ってくれて良かったです。鍵を入れ

るのが便利になりました。家の雰囲気に合ったウオールポ

ケットが作れました。これからも使い続けられるといいなぁ

と思いました。 （生徒G)

・自分の家を改めて考え直せました。みんなが困っていること

を探し、それを改善するためのものを作ることができたので

よかったと思います。これからも家族で大切に使いたいと思

います。 （生徒H)
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図 10：班内での発表会



さらに素材について関心をもち新たな「問い」への広がりもみられた。

－小物はもちろんティシュ箱などを机の上に置かなくてよくなったのは大きなメリットだと思います。おかげ

で机を少し広々と使えるようになりました。ただ，布地があまり伸縮性のないものだったのでもう少し伸び

縮みする物の方が良かったかなと思いました。 （生徒 I) 

5 おわりに

本題材では自分の願いが込められたウオールポケットを作るという一連の製作過程を通し，製作

方法を多面的に考えながら計画的に製作を行った。班の中での教え合いや意見交換により友だちの

アイデアや意見を取り入れることで，自分の作品の「問い」をより深く追求する姿が見られた。

家で使用した後の感想を書いた生徒 Iのように使ってみてさらに改善点を見つけたり，布製品に

関心を持ったりする姿も見られた。題材の学習終了後，本学級32人にアンケートをとった結果は

次のようなものであった。

裁縫が楽しいと感じた

型紙の便利さが分かつた

圃とてもそう思う

鐙そう思う

・あまりそう思わない

将来また手作りがしたい・......－， I I 瞳恩わない

0 10 20 30 

自分の「願い」が布製品とい

う形になることで，達成感が得

られ裁縫の楽しさを多くの生徒

が感じられた。また「型紙」に

より，作品作りの見通しを持ち

製作し，完成できたことも生徒

の自信になった。このような経

験により，多くの生徒が布製品の製作へさらなる意欲を持つことが出来た。

この学習を通し，生徒が自らの生活をみつめ作品を製作する中で，「願い」を形にするために試

行錯誤し，主体的に「問い」を追求する姿が見られた。また，生徒は完成の喜びを味わいさらに実

際に使用してみて，今後のものづくりへの意欲をもっきっかけになった。

今後はさらに他の題材においても，生徒の生活の中から「願いJをもたせ，その「願い」を形に

したり解決したりする中で「聞い」を追求する授業づくりを進めていきたい。

（文責青木佳美）
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